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グリーンイノベーション基金事業
CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発 成果報告会

「多官能型環状カーボネート化合物の大量生産工程確立および用途開発」

浮間合成株式会社

木村 千也

資料におけるp.5～p.10   p.13～p.15に示した成果は、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）
グリーンイノベーション基金事業（2021年度～2025年度）の結果得られたものです。

２０２６年 ９月 １７日
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１．事業概要について

２．成果報告
2-1 環状カーボネート生産プロセスの開発
2-2  環状カーボネートの用途開発

３．終わりに
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浮間合成株式会社 会社紹介

・大日精化工業の100%出資子会社
・主にウレタン樹脂製品の製造と開発
を行っている。

大日精化工業

大日精化工業 広報紙 人、新しいこと、未来 Vol4 より
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既存製造方法と新製造方法の違い

既存方法

反応
80℃/6h

晶析 濾過 リスラリー 濾過

１日目 2日目 ３日目 ４日目

乾燥 98℃/14h/真空 取出 機掃

新製法
反応

180℃/3h/10MPa

取出
(機掃)

・180℃/10MPa ＝ 超臨界状態のCO2を反応に使用
・反応溶剤なし ＝ 乾燥工程が不要
・固体触媒を使用 ＝ 触媒除去が簡易的な濾過で可能
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触媒の設計

Silica

改良１）シリカ×ポリマー型

0.5～３mm
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改良2）ポリマーゲル型

形状 活性度 反応選択性
連続使用性
（耐久性）

表面の触媒活性向上

耐久性の向上

シリカ担持型（従来型）

バッチ式合成用

フロー式合成用

0.1～0.5mm

触媒に要求される性能

コスト
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粒子径

ハロゲン種類

スペーサー部位

触媒活性部位

設計した生産装置に最適化した触媒を独自開発

触媒の設計概念

従来から検討されているシリカ担持型触媒は耐熱性が悪く
本事業の反応条件では繰り返し使用ができない

（特許出願済み）
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触媒バスケット方式
エポキシ：触媒＝100:1(重量）
180℃/10MPa  3時間転化率98%以上

【新アイデア 触媒バスケット方式】

【ラボ実験条件（直接投入方式】

スケールUPに向けた技術課題の解消

フロー方式の検討知見をフィードバック

エポキシ

カーボネート

エポキシ
固体触媒

Sc-CO2
課題１：仕込み作業時にオートクレーブの蓋を外す必要がある
課題２：排出時に触媒の破片がニードルバルブ内に詰まり閉塞する
課題３：圧力開放に長時間必要 液が廃棄ラインに逆流し閉塞する恐れ
課題４：オートクレーブの圧力開放時にCO2が大気中に放出される

スケールＵＰ上の課題

触媒 直接投入方式
エポキシ：触媒＝100:25(重量）
180℃/10MPa  15分 転化率98%以上

・反応効率向上のための反応缶内部設計
・高活性且つ高耐久な触媒の開発
＋ 超臨界CO2の機能的作用

実用的な反応速度を達成！



8

中量試作機バッチ反応装置概要

A

B C

D

保温エリア

高粘度用ポンプ

低粘度用ポンプ

常圧 高圧
10MPa

熱媒
ボイラ二

酸
化
炭
素

チラー P

ヒーター

生産システムとして特許出願済み

P

P

エポキシ
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冷却せず圧力解放せず

温度キープ
次のエポキシを送液
消費分のCO2を圧入

10MPa

反応 バッチ１ (作業時間7時間）

CO2

エポキシ

3MPa 10MPa

反応 バッチ2

連続生産の終了時に残圧分の
CO2量を排出
例）4回連続生産時

CO2固定化量１.0に対して
CO2直接排出量0.125

CO2の反応効率88%

反応（180℃）

P

更に３バッチ目へ

バッチ式装置による連続生産のイメージ
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まとめ 既存製造方法と新製造方法の違い

従来製造方法
反応

80℃/6h 晶析 濾過 リスラ
リー 濾過

１日目 2日目 ３日目 ４日目

乾燥 98℃/14h/真空 取出 機掃

新製法

反応 Lot1 反応 lot2
8～10lot./週連続生産

従来製造方法 新製造方法
（超臨界CO2）

削減率

工程日数 4日 １日 75%

CO2排出量 40.4 Kg-CO2/Kg-(製品） 8.2Kg-CO2/Kg-(製品） 80%

新製法により大幅に生産効率が向上
精製工程における廃棄物削減効果により環境負荷の大幅な低減を達成
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●一般的な環状カーボネート

主な種類：エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート
主な用途：リチウムイオン電池向けの電解液溶媒

構造

二官能型

三官能型 四官能型

●本事業が目的とする多官能型環状カーボネート 単官能では得られない高分子(ポリマー)の形成が可能

用途①：熱可塑性ポリマー原料
用途②：エポキシ改質剤

用途③：2液硬化型接着剤

環状カーボネートの応用 用途開発
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環状カーボネートの応用 用途①ポリマー製品
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01 耐衝撃性が向上
ウレタン結合の導入によりエポキシ樹脂の剛直性を維持しつつ、粘り強さを付与。衝撃による破壊や損傷から守る

想定用途

センサー類の封止

電子機器の筐体接着

半導体・電子部品の封止

02 寸法安定性が向上
ウレタン結合が内部応力を低減。変形やクラックの発生を防ぐ

03 フィラーの分散性が向上
フィラーとの濡れ性・親和性が向上。製品性能の向上に貢献

エポキシ系接着剤に応用することで「エポキシ樹脂をタフ（強靭）にすることが実現可能

特許出願済み

環状カーボネートの応用 用途② エポキシ改質剤

R2

OO

H2N R3 NH2

R1

O

OO

O

OO

主剤
（環状カーボネート＋エポキシ）

硬化剤
（アミン）

添加

エポキシ改質剤
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1.硬化速度の向上 2.硬化収縮の緩和

3.耐衝撃性の向上 4.曲げ強さの向上

想定分野
CFRP接着剤

メリット：作業時間の短縮・効率化 メリット：硬化による応力の緩和

想定分野
封止材

想定分野
構造用接着剤

メリット：衝突時における信頼性向上 メリット：折り曲げに対する耐久性向上

想定分野
FPC向けCL/BS

エポキシ/アミン ２液硬化システム中に環状カーボネートを添加することで以下の改質効果がある

環状カーボネートの製品応 用例② エポキシ改質剤
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環状カーボネートの応用 用例③ ２液硬化型接着剤
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■ 未知への挑戦と、貴重なご助言によるブレイクスルー
•NEDOの助成により「超臨界CO2」を用いたチャレンジングな開発が強力に推進された。
•困難な課題に対し的確なご助言をいただき課題を一つずつ解決したことが最終的な
ゴールへと繋がった。

■ 客観的なR&Dマネジメントの修得と、社員の成長
•明確な期限、KPI（数値目標）による進捗管理により、技術員が課題認識と緊張感を持
ち事業を遂行することができた。
•適切なタイミングで分岐点を判断することで、脇道に逸れることなくゴールを完遂。
•社員一丸となって推進した結果、担当者にとっても飛躍的な成長の機会となった。

■ 皆様への感謝と今後の展望
•限られた期間・高い目標の中、皆様からの叱咤激励を受け、目標をほぼクリアできたこ
とに深く感謝申し上げます。
•今後は設置したパイロット機を駆使し、さらに高い当社目標を達成することで、環境およ
び社会に貢献してまいります。

おわりに ～NEDO事業を終えて～
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ご清聴ありがとうございました

本事業の推進にあたり、ご指導・ご支援を賜りました関係者の皆様に

厚く御礼申し上げます。

浮間合成株式会社 / 大日精化工業株式会社
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